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網膜血管新生における硝子体の役割

―網膜中心静脈閉塞症例と網膜静脈分枝閉塞症例での検討~(図 2,表 1)

問  正則・広川 博之・古田 晃敏 (旭川医科大学眼科学教室)

要  約

網膜無血管野が蛍光眼底撮影で確認 され,かつ網膜光凝固が施行 されていない網膜中心静脈閉塞症(CRVO)

群33名 33眼,お よび網膜静脈分枝閉塞症 (BRVO)群 80名 81眼 を対象に,乳頭上および網膜新生血管の発生に

与える硝子体の役割について検討 した。乳頭上新生血管 (NVD)の発生率は,CRVO群 とBRVO群とでは有

意差を認めなかったが,網膜新生血管 (NVE)の 発生率はBRVO群で有意に高率であった。新生血管発生以

前の硝子体の経時的変化をみると網膜中間周辺部からの硝子体剥離 (MP‐PVD)の頻度 は CRVO群 で有意に

高かった。一方視神経乳頭面からの硝子体剥離 (D‐PVD)の頻度は CRVO群とBRVO群 で有意差を認めな

かった。CRVO群 においてNVEが少ない原因の一つとして高率な MP‐PVDの発生が考 えられた。(日 眼会

誌 931812-816,1989)
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Abstract
Thirty three patients (33 eyes) with central retinal vein occlusion (CRVO) and 80 patients (81 eyes)

with branch retinal vein oeclusion (BRVO) were studied in an attempt to investigate the role of the
vitreous in the formation of retinal neovascularization. All these eyes had some areas of capillary
nonperfusion conflrmed by fluorescein angiography and no scatter photocoagulation before the first
examination. The incidence of new vessels at the optic disc (NYD) in CRYO was not significantly
difrerent from that in BRYO. However, the incidence of new vessels elsewhere (NVE) in CRYO was
significantly less than that in BRVO. Follow-up vitreous examination of 36 cases while they had not
developed NVD and/or NYE showed a higher incidence of posterior vitreous detachment from the
midperipheral retina (MP-PYD) in CRVO than in BRVO. On the other hand, there was no statisti-
cally significant difference in the incidence of posterior vitreous detachment from the optic disk
(D-PVD) between CRVO and BRVO. The high incidence of MP-PYD in CRVO may explain the low
incidence of NYE in CRVO. (Acta Soc Ophthalmol Jpn 93: 812 816, 1989)
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表 l BRVO症 例とCRVO症例の年齢分布
I緒  言

年 齢 CRVO BRV()

～49

50～ 59

60^ 69

70～

2(6.1%)
9(27.3%)

12(36.4%)

10(30.3%)

4(5.0%)
21(263%)
34(425%)
21(263%)

網膜静脈分枝閉塞症 (BRVO)に おいては,広範囲

な網膜無血管野の存在が網膜血管新生の危険因子の一

つとされている1)～ 3)。 しかしながら,網膜中心静脈閉塞

症 (CRVO)では,広範囲な無血管野の存在にもかか

わ らず,網膜血管新生の発生が少ないことが報告され

ている1)4)5).こ の理由については,種 々の議論がある

が,未だ定説がないのが現状である。一方,網膜新生

血管 の発生 に関 し硝 子体 の関与 が重視 されてい

る3)6)～ 8)。 そこで,今回我々は,硝子体 と網膜との位置

関係に着 目して CRVOと BRVOに おける網膜新生

血管の発生率の差異を検討し,網膜新生血管の発生に

おける硝子体の役割を考察した。

II 対象と方法

CRVOあ るいは BRVOを検:眼鏡的に認め,以下の

3条件を満たす CRVO例 33名 33眼,BRVO例 80名 81

眼,計113名 114眼を対象とした。 3条件とは
,

① 蛍光眼底撮影上網膜無血管野が tempOral vas‐

cular arcadesの 外側に確認されること.

② 網膜光凝固施行前に硝子体検査が行われている

こと。

③ 最初の硝子体検査が CRVOあ るいは BRVO発

症後24カ 月以内に行われていること,の 3点 である。

なお temporal vascular arcadesの 内側にのみ無血管

野が認められた症例は除外した .

網膜新生血管の発生率の検討にあたっては,蛍光眼

底造影法を用いて網膜新生血管を,乳頭上新生血管

(NVD)と それ以外の網膜新生血管 (NVE)に分類し

た。なお,NVDは視神経乳頭上あるいは視神経乳頭縁

から 1乳頭径以内の新生血管であ り,NVEは それ以

外の部位に生じた網膜新生血管 と定義 した9).

硝子体の観察は,EI Bayadi‐梶浦 レンズとphOtO Slit

lampを用いて行なった。特に今回は視神経乳頭から

の硝子体剥離 (D‐PVD)お よび tempOral vascular

areadesの外側から網膜赤道部までの,い わゆる網膜

中間周辺部からの硝子体全剥離 (MP‐PVD)の 有無に

着 目した。また赤道部より後極側で硝子体皮質が全剥

離しているものを,完全後部硝子体剥離 (C‐ PVD)と

定義した。

全対象の年齢は CRVO群では39歳 から87歳に分布

し,平均±S.D.は 64.5± 10.1歳であ り,BRVO群では

44歳 か ら88歳 に分布 し,平 均 S.D.は 64_1± 9.3歳 で

あった.両群 の年齢分布を表 1に 示 した。性別 は

CRVO群では男16名 ,女 17名 ,BRVO群 では男42名 ,

女38名 であ り,両群に性差はなかった。CRVOあ るい

は BRVOの発症時期は,最初の自覚症状発生時期 と

し, 自覚症状がない場合には,眼科医によって初めて

発見された時期 とした。

まず全症例 (CRV0 33眼 ,BRV0 81眼 )について,

NVEお よび NVDの発生頻度を比較 した。次に初回

硝子体検査時に新生血管を認めなかった CRV0 32眼 ,

BRV0 60眼 について,網膜と硝子体の位置関係を検討

した.さ らにこれらの症例のうち,硝子体の経過観察

が可能で,かつ初回検査時になんらかの網膜硝子体接

着を認めた CRV0 17眼,BRV0 22眼 について,硝子

体の経時的変化を検討した。

統計学的比較のため,χ 2test,Fisher's exact test,

Mann‐Whitney testお よびlogrank testを 用いた。本

研究で用いた統計学的検定では,危険率が 5%未満の

ものを統計学的に有意と判定した .

III 結  果

① NVEお よびNVDの発生頻度の比較

NVEの発生頻度は,CRVO群では12.2%(4眼 /33

眼),BRVO群では47.3%(26眼 /81眼 )であった。こ

の差異は統計学的に有意であった (Fisher's exact

test i p=0.035).一 方,NVDの発生頻度はCRVO群
で12.2%(4/33眼),BRVO群 で15.7%(11眼 /81眼 )

であり,統計学的に有意差はなかった。(Fisher's exact

test:p>0.9).CRVOあ るいは BRVOの発症から眼
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図 l CRVOおよびBRVOにおけるMP‐PVD(網膜

中間周辺部からの硝子体剥離)の累積発生頻度

(Iく[aplan‐ 4ヽeier plot,logrank test:p=0.016).

底の観察が検眼鏡的に可能であった時期までの期間は

CRVO群で27.1カ 月,BRVO群で26.1カ 月であ り,両

者 間 に統 計 学 的有 意差 を 認 め な かった (Mann‐

Whitney statistic i p=0.78).

② 最初の硝子体検査時の硝子体所見

最初の硝子体検査時に網膜新生血管が認め られな

かった CRVO群32眼 および BRVO群60眼 について ,

網膜 と硝子体の位置関係を比較検討した。最初の硝子

体検査時の MP‐PVD,D‐ PVDお よび C.PVDの頻度

は,CRVO群 で各 4々0.6%(13眼 /32眼),34.4%(11
眼/32眼 )お よび31.3%(10眼 /32眼 )であり,BRVO
群で各々38.3%(23眼 /60眼),36.7%(22眼 /60眼 )お

よび36.7%(22眼 /60眼 )であった。これら硝子体剥離

部位による硝子体剥離率に関しては,いずれの部位に

おいて もCRVO群 とBRVO群 との間には統計学的

有意差は認められなかった (χ
2test:p>0.05)。

③ 硝子体の経時的変化

最初の硝子体検査で網膜中間周辺部に網膜硝子体接

着が認められ,そ の後経過観察が可能であった CRV0
群14眼 とBRVO群 22眼 につ いて経過観察期 間 中の

MP―PVDの 発生率を比較 した (図 1)。 そ の結 果

CRVO群 では BRVO群 に比べて,有意 に MP‐PVD
の発生が高率であった。(logrank test:p=0.016)。 次

に最初の硝子体検査で視神経乳頭に硝子体接着が認め

られた CRVO群 16眼 とBRVO群 22眼 について経過

観察期間中の D‐ PVDの 発生率を検討したが (図 2),

この両群間 に有意差は認め られ なかった (logrank

test:p=0.25).同 様にCRVO群17眼 とBRVO群 22眼

で C‐PVDの発生率を検討 したが,統計学的有意差は

認められなかった(logrank test:p=0.13).MP‐ PVD
および D‐PVDが生じた症例 と生 じなかった症例の年

経 過 観 察 期 間  (月 )

図2 CRVOお よびBRVOにおけるD― PVD(視神経

乳頭からの硝子体剥離)の累積発生頻度 (Kaplan―

Meier p10t,10grank test:p=0.25).

齢には,有意差を認めなかった (Wilcoxon test:p>

0.05).

IV考  按

CRVOあ るいは BRVOに お けるNVDあ るいは

NVEの 発生率については過去 に多 くの報告がある

が1)2)6)10)～ 18),それらの頻度は各報告者によりかな りの

ばらつきがある。これは,対象の選定条件あるいは経

過観察期間がそれぞれ異なっているため と考 えられ

る。今回我々が選定した対象は,temporal vascular

arcadesの 外側に網膜無血管野がある症例のみで,全
く網膜無血管野を認めない症例 あるいは tempOral

vascular arcadesの 内側のみに網膜無血管野を認める

症例は網膜新生血管の頻度が非常に低いと考えられる

ため対象から除去した。また特に CRVOにおいてその

網膜無血管野を定量することは難 しく19),今 回は網膜

無血管野の大 きさについては考慮していない.

広範囲な網膜無血管野を もつ BRVOで は,網膜新

生血管の発生頻度が高 く1)-3),逆 に,CRVOでは広範囲

な網膜無血管野をもつ症例でも網膜新生血管の発生頻

度は少ない1)4)5).Chanら は,そ の理由として CRVOの
広範な網膜毛細血管内皮細胞の欠落を挙げている5)。

しかしなが ら彼らの症例は血管新生緑内障を発症 した

例であ り,症例に偏 りがある.ま た,一方ではこの理

由を,CRVOで は血管新生緑内障のため,十分な経過

観察ができず,見かけ上網膜血管新生の発生率が低い

とする報告 もある4).し かしながら,今回の研究では

CRVO群 とBRVO群で経過観察の期間に関して有意

な差異が認められず,CRVO群で有意に NVEの発生

頻度が少ない事実を経過観察期間のみでは説明できな

い.
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初回硝子 体 検査時の D‐PVDと MP‐PVDの 頻 度

に,CRVO群 とBRVO群 との間に有意差は認め られ

なかった.こ れは,静脈閉塞症発症から最初の硝子体

検査までの期間が短 く,硝子体の変化が未だ生 じな

かったためと考えられる。しかし経時的に硝子体を観

察すると,MP―PVDは CRVO群で BRVO群 に比べ

有意に高頻度に生 じた。CRVO群とBRVO群 との間

の MP‐ PVDの発生率の差は,主 として網膜循環障害

の広さの差を反映 していると考 えられる.す なわ ち

VitreOuS nuorophotometryに より網膜静脈閉塞症例

では高 い VaSCular permeabilityが 示 され て い る

が20)～22),網
膜全体の Vascular permeabmtyは BRVO

例よりも特に CRVO例で高いことが考えられ,硝子体

の経時的変化 によりMP‐ PVDの 発現が CRVO群 に

おいて顕著 となると思われる。今回の研究では NVE
の発生頻度は CRVO群 に比べ BRVO群 で有意 に高

かったが, この硝子体変化が網膜新生血管特に NVE
の発生に抑制的に働 くものと考えられる.一方,NVD
はCRVO群 と BRVO群で有意差がなく,こ のことは

経過観察後の両群の D‐PVDの発生頻度に有意差がな

いことと一致 している。視神経乳頭は元来硝子体 との

接着が強 く23),従 って静脈閉塞症発症後も接着が残 り

やす く,CRVOと BRVOの両群 ともNVD発症の足

場になることが考えられる。以上をまとめると,CRVO
例において NVEが少ない原因の 1つ として高率な

MP‐PVDの発生が挙げられる。網膜硝子体の位置関係

すなわち硝子体が網膜に接着 していることが,網膜血

管新生に重要な役割を果たしていると推測された .

稿を終えるに当たり,御校閲いただきました保坂明郎教

授に深謝致します。

本論文の要旨は昭和63年第42回 日本臨床眼科学会にて発

表した。
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